職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
住宅と商業施設の内外装左官工事を手がける専門工事会社で◯年間、左官工事全般を担当してまいりました。木造のラス下地とRC下地の双方でモルタル塗りを行い、漆喰・珪藻土の意匠仕上げ壁、土間コンクリートの均しから金鏝押さえまで一貫して施工しております。季節や現場の乾燥状況に応じて練り硬さと養生の取り方を変え、仕上げ後の不具合を出さない段取りを心がけております。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：住宅・商業施設の内外装左官工事を手がける従業員◯名の専門工事会社
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：左官
【担当業務】
・木造（ラス下地）・RC造建築物の内外壁モルタル塗りおよび不陸調整（月平均約◯㎡）
・漆喰・珪藻土・仕上げ塗材による意匠仕上げ壁の施工（年間約◯件）
・土間コンクリートの均し・押さえ・金鏝仕上げ、洗い出し仕上げ
・墨出しとレベル出し、材料の配合・練り混ぜ、天候を踏まえた養生の段取りと若手◯名への作業指示
【実績】
・商業施設エントランス（施工面積約◯㎡）の漆喰仕上げを、乾燥時間を見込んだ工程調整により工期内に完了させ、設計事務所から仕上がりについて評価をいただいた
・下地の吸水調整と不陸確認の手順を班内で統一し、引き渡し後に報告される手直し件数を前年の約◯件から約◯件に減らした


■活かせる経験・知識・スキル
・モルタル塗り（ラス下地・コンクリート下地）と不陸調整
・漆喰・珪藻土等による意匠仕上げ
・土間コンクリートの押さえ・洗い出し仕上げ
・鏝の使い分け（金鏝・木鏝・刷毛引き）と材料の配合・練り混ぜ
■資格
・左官技能士◯級（20XX年X月取得）
・職長・安全衛生責任者教育修了（20XX年X月）
■自己PR
私の強みは、仕上げの前段階である下地処理を確実に行うことです。前職では下地の吸水調整や不陸の確認手順を自分なりに書き出して班内で共有し、塗り継ぎ部の段差や仕上げ後のひび割れの手直し件数を減らすことができました。入社後も、着手前に下地とレベルを確認する習慣を若手に伝えながら、手直しの少ない現場づくりに貢献したいと考えております。
以上
